
はじめに

本年 2022年 :き日中国交正常化 50日年・静岡県浙江省な好 40周年記念

の年こして、大日本報徳社、静岡県日中な好協会及び地区協会、静岡県日中

な好協議会、松本亀次郎記念日中友好交流の会、そして李徳全研究会の各々

団体が中心こなって実行委員会構成団体を結成し実施された。

期間Iき 8月 24日～9月 18日

(4拠点 西部会場 中部会場 掛‖l会場 東部会場)

今回lオ東部会場 9日
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～18日 沼津市7うサヴ
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Lテ ィで

開催された記念行事を紹介する。
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実施日 9月 :0日～18日

〈特別参加〉東部地区写真晨

4イ釜ンL壷菫二して

1)昆劇、詩吟の競演、ビ7ノ &歌 (9日 ,7日 )

2)ドローン操縦体験 (9月 18日 )

3)写真撮影会 (9月 18日 )

を行った。



講演会(二部構成)
2

第一部勝「中国人留学生教育に生涯を捧ifた松本亀次郎を語る」松本亀次郎

記念日中な好国際交流の会名誉会長東京学芸大学名誉教授 電山恭彦様 講演。

第二部勝「中国残留郭A32,000人の帰国に尽力した李徳全を語る」

李徳全研究会分代表 書問孝明様のご講演

驚″恭彦教″ 講済 女博孝〃Zκ表 講済

:。  日中子ども写真晨(子供たちにな好の未来を)

写真家日本奥(さなか)が撮った子供たち  以下文章の一部披札

私はかつての懐かしい幸せな光景を、ある地で日にするこことなる。それが中国だった。ここへ行っても、

無限の事こ希望に清ぢた子どもたちであふれτいた。その背景にあったのが、当時日本の子どもたちが失いつ

つあるもの 「生きる力」「故郷の
=」

「家族の絆」「自然この触れ合い」など。私惨二十稼回にわたιl中国各地

を請れ、都会、農村村、漁村、大革原等々さ春ぎきな地て暮らす中国の子どもたちを夢中で撮ιl続けた。

東部地区独自の写真展「日本こ中国の子ども達の交流」をテーマこして

中国の子ども達こ日本の子こt達(二人)一週間のサマーキャン電共同生活写真集。日本の二人勝大学生

こなιlあの当時のノートを基に制作しτくれた。当時小学生二人の異文化交流|オカル手ャーショックの連続.
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3.イベント事業

1)昆劇、詩吟の議演、ビアノ&歌
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2)ド ローン操縦体験
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4)写真撮影会
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9月 度
写真展 講演会 イベン ト ドローン/写真撮影

累計 (人数 )
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日中国交正常化50周 年記念行事参加者集計 (参考 )
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何事にも盤戦する響勢。

素晴らしい。

講演会終了後、誰邊会長のお礼織拶

今回のテーマとして子ども達の未来

そして「先人に学!ぎう」

東部地区こして今回の記念行事の「こ

‖」の役割を果た世たこ思う

写真撮影者勝アマ千ュア。「心技体」

でベストショット.決してアマ千ュ

アこけ見えなかった。

この 1枚の写真勝 9月 18日の片付けが経7
後の集合写真です。

なんだか諄なさん勝勝え春しい笑顔、笑顔

です。
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